　第５学年　総合的な学習の時間指導案

202６年９月１６日（水）
1・２校時　８：４５～１０：２０
　　　　　　富来小学校　５年１組１２名
指導者　　眞鍋　行雄
学習支援教員　　伊藤　恵子

１．　単元名　　防災アクションプラン　～自分のためにできること，人のためにできること～
　　 教材名　　経験したことのない大雨　その時どうする？


２．　単元目標
・自然災害のリスク，防災気象情報（警戒レベルやキキクル等），ハザードマップの見方，避難所運営の仕組みを理解し，避難行動や支援に必要な知識・技能を身に付けている。　　　　　　　　　　　　【知識・技能】
　　　・気象情報や地域の危険性，避難者の多様な状況などの多角的な情報を分析し，適切な避難行動や支援の方法を考え，根拠をもって表現・提案している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力・判断力・表現力】
・自助の意識を持って自分や家族の命を守ろうとするとともに，小学生として地域や人のために何ができるかを主体的に考え，協働して地域防災に貢献しようとする態度を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
　　　
３．　単元の評価規準
	知識・技能
	思考力・判断力・表現力
	主体的に学習に取り組む態度

	・　　①　自然災害の危険性，防災気象情報（警戒レベルやキキクル等）の意味，ハザードマップの見方や活用法について理解している。
②　避難所の役割や運営の仕組み，開設に必要な資機材の扱い方や空間の作り方について理解し，技術を身につけている。
	1 地域の危険個所や変化する防災気象情報を踏まえ，状況に応じて適切な避難行動やタイミングを多角的に考えて判断し，根拠をもって表現している。
2 避難所での多様な人々の状況や課題を捉え，今の自分ができる具体的な支援や地域への防災提案を考え，分かりやすく発信・表現している。
	1 自助の意識を持ち，自分や家族の命を守るための備えや安全確保について，見通しを持って粘り強く取り組もうとしている。
2 共助の視点から，地域住民や様々な立場の人々と協働し，自分たちにできる防災アクションや地域貢献に主体的に取り組もうとしている。





４．　単元の指導計画

	次
	時間
	学習活動
	評価規準
	評価方法

	
	
	
	知
	思
	主
	

	第一次　災害と地域の危険を知る（５時間）
２
３
４
	１
	災害について知る
自然災害の映像や記録から，被害の様子や恐ろしさについて話し合う。

	・①
	
	
	発言
ワークシート

	
	２
	国東市のハザードマップを見る
ハザードマップから学校や自宅周辺の危険個所（浸水・土砂災害）を読み取る。

	
	・①
	
	ワークシート

	
	３
	避難場所・避難経路の確認①
各自のハザードマップに自宅から避難場所までのルートを書き込み，危険個所を調べる。

	
	
	〇①
	行動観察
ワークシート

	
	４
	避難場所・避難経路の確認②
安全な経路を実際に歩いて調べる。
（学校の避難経路・防災倉庫見学）

	
	
	・①
	ワークシート

	
	５
	我が家の防災対策のふり返り
非常持ち出し袋や家具固定など家庭の備えを共有し，「自助」の重要性をまとめる。

	〇①
	
	
	ワークシート
発表

	第二次　大雨災害と避難行動の判断（３時間）
	６
	大雨・土砂災害と防災情報
気象情報（警戒レベル，キキクル等）の見方と意味を学ぶ。

	〇①
	
	
	ワークシート

	
	７・８　（本時）
	経験したことのない大雨　その時どうする①
「いろは市」を舞台に，与えられた条件（住居・家族）のもと大雨前日・当日の対応を班で検討する。
経験したことのない大雨　その時どうする②
警戒レベル３・４での適切な避難行動（立ち退き・避難・屋内安全確保）を判断し，班ごとに発表する。

	
	〇①
	
	話し合い観察
ワークシート
発表


	第三次　避難所と「人のためにできること」（７時間）
	９
	避難所の役割と多様な避難者
避難所には様々な事情（高齢者，乳幼児，障がい者等）を抱えた人が集まることを考える。

	・②
	
	
	ワークシート

	
	１０
	避難所運営ゲーム（HUG）の体験①
HUGカードを読み上げ，体育館図面に避難者を配置・対応する。

	
	・②
	
	行動観察
レイアウト図

	
	１１
	避難所運営ゲーム（HUG）の体験②
HUGカードを読み上げ，体育館図面に避難者を配置・対応する。

	
	・②
	
	行動観察
レイアウト図

	
	１２
	HUGのふり返りと課題整理
ゲームで難しかった点や工夫した点を比較し，避難運営の課題を整理する。

	
	〇②
	
	ふり返り

	
	１３
	小学生として何ができるか考える
HUGを踏まえ，自分たちにもできる共助（受付の手伝い，掃除，話し相手等）の役割を話し合う。

	
	
	〇②
	発言
ワークシート

	
	１４
	避難所開設の体験①
体育館でワンタッチテントや段ボールベッド，仮設トイレ等の運営を体験する。

	・②
	
	
	行動観察
設営実践

	
	１５
	避難所開設の体験②
体育館でワンタッチテントや段ボールベッド，仮設トイレ等の運営を体験する。

	〇②
	
	
	行動観察
設営実践

	第四次　避難生活の課題解決と
	１６
	避難生活の「困り」の整理と解決策の検討
避難所開設体験で気づいた避難生活の困り（足元の冷え，寒さ，明かり不足，皿やトイレ不足）を出し合う。
	
	②
	
	作成物

	
	１７
	「身近な素材で作る防災グッズ」の製作と検証
新聞紙（スリッパ・食器・防寒着），ポリ袋（ポンチョ），ペットボトル（簡易ランタン，蛇口）などを実際に作る。
	
	〇②
	
	作成物

	
	１８
	防災提案会①
地域自治会，防災士，保護者，下級生などを招き，発表会を行うための準備をする。
	
	
	・②
	行動観察
発表

	地域への提案（５時間）
	１９
	防災提案会②
地域自治会，防災士，保護者，下級生などを招き，発表会を行う。（ハザードマップ，避難のタイミング，そして，作った防災グッズを実演を交えて提案する。
	
	
	〇②
	行動観察
発表

	
	２０
	単元のまとめと宣言
学びをふり返り，個人の「防災アクション宣言」を作成・共有する。

	
	
	〇①
	防災アクション
宣言書




５．　本時案（7・８／２０）
⑴　題目　　経験したことのない大雨　その時どうする？
　
⑵　本時のねらい　　　大雨災害の危険性や警戒レベル（レベル１～５）の仕組み，および設定された条件に応じた避難のあり方について，ハザードマップや条件カードを活用したシュミレーションと，グループでの協同的な話し合いを通して，状況の変化に応じた適切な避難行動を自ら選択・判断し，警戒レベル４までに避難を完了させる「命を守る避難プラン」を作成・説明することができるようにする。
　　　
⑶　評価規準（概ね満足）　　　地域の危険個所や変化する防災気象情報を踏まえ，状況に応じて適切な避難行動やタイミングを多角的に考えて判断し，根拠をもって表現しようとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力・判断力・表現力】（話し合い観察・ワークシート・発表）

⑷　展開
	学習活動
	時
	具体的な学習活動（○）指導及び支援（・）
	個別の支援

	１．つかむ
	５
	〇本時のワークショップの概要，めあて，学習全体の流れ（タイムスケジュール）を確認する。
・体験型防災シュミレーションである旨を伝え，学習の見通しを持たせる。
・分からないことは何でも質問・相談できる温かい雰囲気を整える。
[bookmark: _Hlk200279398]【めあて】　　
大雨の危険性と警戒レベルを理解し，自分たちのチームの条件に合った「命を守る避難プラン」を考えよう。






	・板書やスライドで本時の全体の流れを可視化し，見通しを持たせる。




	２．考えをもつ
	２０
	〇スライドによるレクチャーで，大雨災害の危険性，警戒レベル（１～５）と防災気象情報（キキクル等）の関係を理解する。
・警戒レベル４までに全員避難を完了することの重要性を強調する。

〇チーム内の役割（リーダー・記録・発表）を確認する。
・３人組のため，全員が主体的に発言・記録できるように役割を明確にさせる。

〇条件（場所・住居・家族構成）のくじを引き，ハザードマップで自グループのリスクを確認する。
・引いた条件（例：川の近く，要配慮者あり等）とハザードマップを照らし合わせ，避難のリスクを意識させる。


	・ハザードマップの見方に不安がある児童には，自班の現在地と危険エリアの色の意味を個別に対話し確認する。

・指示があるまで課題封筒を開けないように徹底する。

	３．伝え合い
学び合う（前半）

	20
	〇場面①・②の封筒を順に開封し，状況変化の臨場感を持つ。
[bookmark: _Hlk200279506]【課題】　　
大雨の状況が変化する中，自分たちのチームは「いつ，どのような避難行動」をとればよいのだろうか。




〇場面①の早期注意情報を確認し，前日のうちにできる準備（情報確認・持ち物チェック等）を話し合いワークシートに記録する。
・３人組の少人数の良さを生かし，全員の意見を拾いながらワークシートにまとめさせる。

〇場面②の注意報を確認し，避難場所・経路の再確認や，具体的に逃げ出す準備について話し合い記録する。
・自班の家族構成（高齢者や幼児の有無等）に合わせて具体的な準備ができているか声をかける。


	





・話し合いが進まないグループには「明日大雨が来ると分かったら，お家の人とまず何を準備する？」と問いかける。



	休憩
	５
	



	

	３．伝え合い
学び合う（後半）

	25
	〇場面③-１の警報が出された状況で，自班の条件（要配慮者の有無や危険エリア）から「この段階で避難を開始すべきか」を徹底議論する。
・状況が急変する場面③の議論時間を手厚く確保し，深まりのある話し合いを行わせる。

〇場面③-２の避難指示が出された状況を確認。「夜間の危険」「道路の浸水」等のリスクを踏まえ，レベル５になる前に安全に避難を完了させる「最終避難プラン」を決定し，発表用模造紙にまとめる。
・「暗い中歩けるか」「要配慮者を連れて逃げるにはどれくらい時間がかかるか」等，具体的に想像させる。
・警戒レベル４までに避難完了することが「命を守る」カギであることを自覚させる。

	・立ち退き避難か屋内安全確保（垂直避難）かで悩んでいる班には，住居の構造（木造/鉄筋高層）や周辺の浸水深を確認するように助言する。

	４．まとめをする
	１２

	〇各グループの発表係が，自班の条件と決定した「避難プラン（理由を含む）」を発表する。（各班約２分半）
・全グループの発表時間をしっかりと確保し，全員が他班の多様な避難行動に触れられるようにする。

〇他班の発表を聞き，条件による避難行動の違い（早期避難や垂直避難など）を比較・共有する。
・条件に応じた適切な判断（例：要配慮者がいるのでレベル３で避難開始等）ができている点を具体的に称賛させる。
【まとめ】　　
災害は「まさか」ではなく「いつか」起きるもの。警戒レベル４までに，自分の条件に応じた避難を完了させることで命を守る。






	

	５．振り返りをする
	８



	〇本時のふり返りを共有する。【振り返りの視点】
〇警戒レベルや避難のタイミングについて，新しく分かったことや大切だと思ったことは何か。（わ…わかったこと，考えたこと）
〇自分の家や地域では，これからどのように備えたいか。
　（も…もっと知りたいこと）







・家庭での実践意欲につなげる記述を促す。
【期待する振り返り】
〇警戒レベル５になってから逃げるのでは遅く，レベル４までに避難を終えないといけないことがよく分かった。
〇うちは川が近くて，おじいちゃんもいるから，レベル３の段階で早めに逃げ始める必要があると気づいた。
〇３人で話し合ったことで，家や家族の条件によって逃げ方が違うことが分かった。家でも話し合いたい。










	



（５）板書計画９/１６　災害から命を守ろう～経験したことない大雨　その時どうする？～


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　



【課題】　　
大雨の状況が変化する中，自分たちのチームは「いつ・どのような避難行動」をとればよいのだろうか。
【レクチャー視覚資料】　　
【めあて】　
大雨の危険性と警戒レベルを理解し，自分たちのチーム条件に合った「命を守る避難プラン」を考えよう。


[image: ][image: ][image: ][image: ]

【いろは市ハザードマップ】　　

【各チームの避難プラン】　　
［１班］（川近く・要配慮者あり）
レベル３で早めの避難開始
［２班］（山近く・鉄筋高層住宅）
状況を見て垂直避難（屋内安全確保）
［３班・４班］
同様に並べてプランを記載
【本時の流れ・役割】　
①レクチャー
②条件確認（くじ引き）
③避難プランの検討（場面①～③）
④全体発表・ふり返り

［役割］　リーダー・記録・発表

[image: ][image: ]


【チーム条件】
・場所　：　川の近く　/　山の近く
・住宅　：　木造平屋　/　鉄筋高層
・家族　：　要配慮者あり　/　車あり　




【まとめ】　災害は「まさか」ではなく「いつか」起きるもの。自分の家の条件や危険度を正しく知り，警戒レベル４までに適切な避難を完了させることで命を守る。



【ふり返りの視点】
・警戒レベルや避難のタイミングについて，新しく分かったことや大切だと思ったことは何か。
・自分の家や地域では，これからどのように備えたいか。
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